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・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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GIGAスクール本格化！ 

校長 成 瀬 剛 慈 

今年度から始まったGIGAスクール構想。コロナ禍で当初の計

画より導入が早まり、今年度から１人１台支給されたタブレット

端末を使った教育活動を行っています。 

タブレット端末を用いると、いろいろなことができるようにな

るのですが、大きな特色は、離れた場所にいても（ネットがつな

がる環境さえ整えば）、コミュニケーションがとれるようになる

ことです。やがて、昨年度のような一斉休校となった時、タブレ

ットを家庭に持ち帰って、リモートで授業を行うということもで

きるようになってきます。 

現在、最も多く活用しているアプリケーションは、授業中に教

師が課題を出し、生徒一人一人が自分のタブレット端末を利用

し、設定された場所に自分の意見・考えを提出し、その画面上の

友達の意見を見て自分の考えを深めるというものです。この方法

の利点は、教師の出した問について、挙手して答えなくてもタブ

レット上で自分の意見を表明することができるため、皆の前で話

すという緊張感を強いられることがなくなる点です。その他にも

各教科の特色を生かして、ネット上の参考資料を検索するなど、

様々な活用が進んでいます。 

急ピッチで進んだGIGAスクール構想でしたが、教職員は、操

作の得意不得意にかかわらず工夫して授業に取り入れようとする

姿勢が見られ、身内のことながら頭が下がる思いです。さらに、

本校では教員が自分の授業を他の教員に見てもらい研修するとい

う機会があるのですが、そこでも授業のどこかでタブレット端末

を活用する場面を作ろうという試みを行っています。 

その他にも生徒の委員会活動では、以前から設置されていた、

学校生活に意見要望を出す「目安箱」に提出された懸案事項をタ

ブレットに示し、それについての賛成・反対意見を即時に集計し

活動に生かすなど、使用方法に広がりを見せています。 

また、一学期の学校反省アンケートも、今年度 QR コードを用

いて実施してみました。まだ、参加してくださった家庭の割合は

多くはありませんでしたが、このような流れは徐々に定着しつつ

あります。 

今後も教育活動のいろいろな場面でご協力いただくことになる

と思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

弟子屈日和⑥  

弟子屈町内でも、新型コロナウイルスのワクチン接種が進んでいますが、ワクチン接種をする、しないことによる差別や

いじめがないよう、改めて教職員で次のことを確認しました。 

①ワクチンの接種は強制ではないこと 

②身体的な理由や様々な理由によってワクチンを接種することができない人や接種を望まない人がいること。 

③ワクチン接種の有無は個人情報なので、副反応等について話すことは情報漏洩につながるので慎むこと。 

 



＜タブレット活用のために＞ 

GIGAスクール構想により 1人 1台のタブレット端末が導

入されています。 

効果的にタブレットを活用し、

「対話的・主体的で深い学び」を

実現しようと、先生方も積極的に

研修を行っています。 

これからもどんどん授業で活

用していきますし、家庭に持ち帰

っての使用についても更に研修

を深めていきます。 

 

 

＜避難訓練・防災教室実施＞ 

9月 3日（金）には、地震を想

定した避難訓練、7日（火）には、

弟子屈町役場総務課から防災情

報係の方を招いて防災教室を行

いました。 

避難訓練では、普段から緊張感

をもって、避難指示を聞き、避難

態勢をとることや冷静に避難す

ることの大切さを学びました。 

防災教室では、現在防災備蓄庫

になっている旧給食センターを見学し、体育館では段ボール

ベッドの設置体験をしました。 

普段から万一の場合を想定し、ご家庭でも避難方法や救急

時の連絡体制を確認しておいてください。 

 

 

＜1年生総合的な学習の時間＞ 

9 月 6 日（月）に、オリエン

タルランド弟子屈農園を見学さ

せていただきました。温泉熱を

利用したいちご栽培について学

びました。 

9日（木）には、弟子屈町役場

観光商工課から観光振興係の方

を講師にお招きし、「弟子屈・ジ

オ・エネルギー事業」について学

びました。 

どちらの学習でも、弟子屈の

温泉熱を有効に利用した新しい事業を通して、ふるさと弟子

屈のクリーンエネルギー資源の可能性について知ることがで

きました。 

 

 

＜3年生総合的な学習の時間＞ 

9月 10日（金）に、地域おこ

し協力隊の方を講師にお招き

し、「動画作成のいろは」と題し

て、タブレット端末を使った動

画作成についての講義をして

いただきました。 

この講座で学んだ技術を駆使して、3年生は「弟子屈中学

校の伝統を継承するための動

画」を作成しています。完成後

には、後輩たちにはもちろん、

保護者の方にもご覧いただく

予定です。 

さて、どのような動画ができるかは、お楽しみにしてい

てください。 

また、生徒の様子は、随時、地域おこし協力隊の方が取材

してくださっていて、地域と学校が結びついた活動となっ

ています。 

 

 

＜2年生総合的な学習の時間＞ 

2 年生は、総合的な学習の時間で、「宿泊研修」に向けて

の学習をスタートさせます。6月に実施予定だった宿泊研修

ですが、緊急事態宣言を受け、11月 18日（木）～19日（金）

に阿寒湖に行くことになっています。 

阿寒湖畔エコミュージアムセンターを訪問し、ボッケ散

策、阿寒湖アイヌシアターイコロでの古式舞踊体験や講話、

ムックリ制作、遊覧船に乗ってチュルイ島のマリモ展示観

察センターの見学などを予定しています。 

本格的に学習がスタートしましたら、ホームページでも

発信いたしますので、是非、ご覧ください。 

 

 

＜ふるさとの食材たっぷりの給食＞ 

給食だよりをよく見てみる

と、食材に★印がついているこ

とにお気づきでしょうか。弟子

屈町は、観光も有名ですが、農

業王国でもあります。 

★印がついている食材は、

「弟子屈産」の食材です。しい

たけ、きゅうり、キャベツ、な

がねき、白菜、ピーマン、じゃ

がいもなど、弟子屈でとれる野

菜をふんだんに使って作られています。 

季節は秋となり、いよいよ収穫の最盛期を迎えます。これ

からどんどん★印が増えることでしょう。 

 

 


